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萌出から歯列完成まで長期採得模型で読み解く
歯列と不正咬合の経年変化

模型を見る
模型を読む

佐藤歯学研究所・佐藤歯科診療所

佐藤まゆみ｜著

模型は情報の宝庫だ――
子どもの成長を見守る
知識と技術のための
“見る”と “読む”

パラパラマンガのように、歯列弓
の成長や歯の萌出を動的にみるこ
とができる

じっくり読むことで、成長中の歯
列に何が起こっているか細かくみ
ることができる

「１ 正常歯列」～「３ 双生児の成
長 第一子」まで読んだら、続きは
ひっくり返して読む
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模型を見る 模型を読む 萌出から歯列完成まで長期採得模型で読み解く歯列と不正咬合の経年変化
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開咬歯列

Data 2 - 5

５歳０ヵ月

正面観からは、前歯部の開咬に変化は認められない。
一般的にこの時期から、上下顎乳臼歯の幅径は側方
へ急速に拡大しはじめる。開咬症例では、4～ 6歳時
に口腔習慣があればその原因を見つけ、改善してから
矯正歯科治療に入ることが重要である。

E D C B A A B C D E
E D C B A A B C D E

P055-120_mokei_2.indd   60 2020/01/27   11:32

本書は、佐藤歯学研究所で所蔵されている、生後 4ヵ月の乳歯萌出から

約18歳の永久歯列完成まで、2ヵ月間隔で採得し石膏にて製作した同一

個人の連続歯列模型（未治療）という貴重な縦断的研究資料を観察でき

る、非常な希書です。子どもの正常歯列、開咬歯列、双生児の歯列の成

長、過蓋咬合、唇側転位について模型を手に取るように観察できる構成

で、模型の画像とそれにひとつひとつ対応する解説によって、歯列の成長と

変化を明確に把握することができます。

また、本書のよりやさしく深い理解のために、巻末に歯列と成長にかかわる

基本情報について、イラストを豊富に交えて解説しています。学生や研修医

など、子どもの成長にかかわる専門家を目指す人にも有益な書です。

１．　正常歯列 （う蝕のある個性正常咬合）

２．　開咬歯列

３．　双生児の成長

４．　過蓋咬合

５．　唇側傾斜

付録 | 本書の理解を助ける基本情報

もくじ

各年月齢において採
得し、硬石膏で作製
した模型像を示します
（正面観、左右側方面
観、上下顎咬合面観）

萌出や脱落、臼歯関
係など模型がもつ情報
や、年月齢、身長・体
重などといった、この
時期の患者の全身的・
背景的な事情などを
示します

正面観からは、前歯部の開咬に変化は認められない。
一般的にこの時期から、上下顎乳臼歯の幅径は側方
へ急速に拡大しはじめる。開咬症例では、4～ 6歳時
に口腔習慣があればその原因を見つけ、改善してから
矯正歯科治療に入ることが重要である。
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模型で観察できる歯の
萌出・脱落を示します
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正常歯列

Data 1 - 52

15 歳１ヵ月 

７７の歯冠の外形は不正五角形で、隅角部の鈍角化
や咬頭の退化が認められる。７７の歯冠の外形は隅
角部が７７より著しい鈍角となっており、全体に丸み
を帯びている。咬頭は小さく退化の傾向が認められる。
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双生児の成長

Data 3 - 1 - 57

［A］11 歳５ヵ月

７が口腔内に萌出した。第二大臼歯の萌出により、歯
列弓の長径が拡大している。また６が残根状態となっ
たために、５が遠心に若干移動している。１１間の
正中離開、 3 ４間の空隙、２部の反対咬合、１の唇
側転位、１の咬耗は残存したままである。
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７出齦
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唇側傾斜

Data 5 - 1

０歳 10ヵ月・女子

この時点でＡ、Ａ、Ａ、Ａが口腔内に萌出している。
下顎乳前歯には、わずかに翼状捻転が認められる。
なお上下顎とも、顎堤の形態に異常は認められない。
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付録｜本書の理解を助ける基本情報

［Angle 分類］   上下顎第一大臼歯が咬合した際の前後的位置関係で不正咬合を分類したもので、「臼歯関係」とも呼ばれる。

［ターミナルプレーン］  乳歯列期の上下顎第二乳臼歯が咬合した際の、遠心面のなす近遠心的関係で、将来永久歯列になっ
たときの上下顎第一大臼歯の関係（Angle 分類）を予想することができる。

垂直型：vertical type
大臼歯関係は交換期にいったん Angle
Ⅱ級となったあとⅠ級に近づく。

近心階段型：mesial step type
大臼歯関係は交換期に Angle Ⅰ級、あ
るいはⅢ級に近づく。

遠心階段型：distal step type
大臼歯関係は交換期に Angle Ⅱ級とな
り改善されない。

Ⅰ級
上下顎の咬合が近遠心的に正常。

Ⅱ級１類
下顎がⅠ級と比べて遠心に咬合し、
かつ上顎前歯が唇側傾斜している。

Ⅱ級２類
下顎がⅠ級と比べて遠心に咬合し、
かつ上顎前歯が舌側傾斜している。

Ⅲ級
下顎がⅠ級と比べて近心に咬合する。
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